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関連する箇所の内容 

仮説；WM の容量の個人差が文章理解に与える影響を調べる 

方法；単独課題群（普通に文章を読む） と 構音抑制効果群 （１秒間に３回のスピー

ドで繰り返しつぶやく） だと、単独課題のほうが、文章理解において良い成績を示した。 

なぜ、これが生じるのかといえば、文章読解には音韻的処理が必要であるのに、その 

音韻的処理を他のタスクによって占められてしまうことが問題。 

結果と考察；音韻ワーキングメモリの容量の個人差によらず、文章理解において、音韻的

処理が使われるので、音韻的処理課題を文章読解の際に課すと、成績が悪くなる。 

自分の意見 

この論文は、タイトルがワーキングメモリの個人差といってる。それは、Working memory

の音韻ループのことをさしている。                                 

音韻ループの容量の少ない人だけが、文章読解の際に、音韻処理が混ぜられると（読んだ

内容を発音する）文章読解の成績に影響するのではなくて、 

個人差によらず、文章読解の際に音読させるのは、文章理解に干渉する。 

なぜかといえば、読むときにも、この音韻ループを使用するから、音読すれば干渉が生じ

るから。                                          
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